英語文学研究の最新動向 ： ディジタル・ヒューマニティーズ （Digital Humanities）について： 2017年度東京女子大学主催　高等学校教科別セミナー：英語　報告 by 浜名 恵美
— —57
英語文学研究の最新動向 
―ディジタル・ヒューマニティーズ 
（Digital Humanities）について― 
2017 年度東京女子大学主催　 
高等学校教科別セミナー：英語　報告
浜名恵美
本稿の目的は、2017 年 8 月 25 日（金）12 : 00–13 : 30に開催された本学主
催高等学校教科別セミナー「英語」（英語文学、英語教育、英語学の 3つの
セミナーが開催されたが、私が担当したのは英語文学）の内容について報
告することである。（なお、当日の講義とパワーポイント配布資料の内容を
一部最新化または修正して報告している箇所があることをお断りする。）
1.　講義概要
セミナー講義内容として本学ホームページに掲載された概要は、以下の
とおりである。「8 月 8 日 –11 日にカナダ（ケベック州モントリオール、
マギル大学）で開催された DH 国際学会連合学会（ADHO, DH2017 Con-
ference)の参加報告を行う。電子文学、演劇、ゲームなど、さまざまな
テーマがとりあげられるが、こうした最新動向を紹介すると同時に、日本
の高等学校の教育現場への応用について考えてみたい。」1
ADHO：e Alliance of Digital Humanities Organizations（DH 国際学会連
合）は、世界最大の DH 学会であり、毎年学会を開催している（なお、以
下では、digital humanitiesは基本的に DHと短縮表記する）。2017 年 8 月
の学会はケベック州モントリオールにあるマギル大学で開催された。言う
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までもなく、ケベック州は英語とフランス語を公用語としているカナダの
中でフランス語を公用語としている唯一の州であるが、マギル大学は創設
者がスコットランド人であることもあり、同大学構内と周辺では基本的に
は英語で生活することができる。ただし、私が 5 日間の短い滞在で経験し
た限りでは、大多数の地元の方は仏英のバイリンガルのようであった。
なお、セミナー当日の冒頭で述べたが、残念ながら、ゲームに関しては
プログラム開発や注意力に関する専門的な発表はあったが、日本の高等学
校の英語の教育に関連して、とくに紹介するのに適した電子文学、ゲーム
に関する研究発表は見当たらなかった。したがって、主に演劇を含めた英
語文学をとりあげることにした。
2.　本論
2.1.　Digital Humanitiesとは？：定義、歴史、発展
DHには多様な定義がなされている。DHに関する学会も世界中に多数
あり、しかも増殖中であるので、決定版といえるような定義はない。その
中でも、定評のあるスタンフォード大学のヒューマニティーズ・センター
の定義は明快で、ある程度歴史にも触れているので、これをもとに簡潔に
紹介した。
e digital humanities at Stanford sit at the crossroads of computer science 
and the humanities. Since the 1980ʼs, a wide range of computational tools 
have enabled humanities scholars to conduct research at a scale once thought 
impossible. Digital humanities foster collaboration and traverse disciplines 
and methodological orientations, with projects to digitize archival materials 
for posterity, to map the exchange and transmission of ideas in history, and to 
study the evolution of common words over the centuries.
At Stanford, current digital humanities projects implement tools such as 3-D 
mapping, algorithmic literary analysis, advanced visualization techniques, 
and digitization of textual corpora in non-Latin languages. Researchers ex-
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periment and interact with source materials in ways that yield new ndings, 
while also building community and sharing information.2
要点のひとつは、コンピュータは、元来、計算機であったし、現在もそ
うなのだが、とくに過去 10 年くらいの間に驚異的進化をとげたことであ
る。代表例として、Facebook, Google, big data, deep learning, AIをあげてお
く。この結果として、人文学分野でも、コンピュータを活用した研究や教
育が増えてきた。実際に、教室の風景を変貌させつつある。先進国の生徒
たちは、いまやタブレットなどを使って勉強しているし、アクティブ・
ラーニング、インターラクション、ポートフォリオ等も導入・強化されて
いる。こうした急速な変化に対する賛否はあるが、DHは、21 世紀の教育
現場や研究により広く深く世界的ネットワークで浸透しつつある。日本の
文学部で DHのセンターのある大学は現時点でひとつもないという事実が
示すように、先進国中で日本は対応が遅れているように思われるが、教員
も学生も DHの知識と技術が必要な時代に入っていると言えるだろう。
なお、あわせて、日本の人文情報学研究所による DHの定義およびサイ
クル図をスライドで示した。3
人文情報学は、哲学・史学・文学・言語学・文化人類学・心理学・社
会学等、人間文化に関わるさまざまな研究分野を含めた幅広い意味で
の人文学を対象とし、それらをデジタル化するうえでの手法やその意
味を問いつつ、さらには人文学の方法論そのものまでも問い直してい
こうとする研究活動であるといえます。近年は Digital Humanities、
Digital Scholarship in the Humanitiesとして欧米でも大きな広がりを見
せつつあり、日本ではデジタル・ヒューマニティーズ、デジタル人文
学等とも呼ばれています。（下線：浜名）
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DH2017Conferenceで扱われたあまりにも多領域にわたる研究は要約す
ることが至難であり、2015 年の資料であるが、「デジタル人文学のサイク
ル」は、中央部に DHを置いて、その蓄積、公開、活用に関して、明快に
図解しているので、参考資料として示した。GISは「地理情報システム
（Geographic Information System」のことであり、地理空間情報活用基本法
（平成 19 年法律第 63 号）第 2 条において、「地理空間情報の地理的な把握
又は分析を可能とするため、電磁的方式により記録された地理空間情報を
電子計算機を使用して電子地図上で一体的に処理する情報システム」と定
義されている。明らかに、中央部（DHの方法論の研究、ソフト開発、実
践の円環）は、中高校・大学の英語の教員に直接関連するし、最新動向や
今後の英語教育への提案にも関係する。
なお注意を喚起しておきたいのだが、DHがコンピュータ・サイエンス
や情報学から派生（または関連）しているために、この分野の研究者の間
では、数値、文字テスクト、画像であれ、データという概念やその蓄積・
分析は当然であり、データ重視や定量分析に対して、繊細な心理描写の精
読、複雑な人間関係や社会・文化状況の理解、批判精神の涵養などを重ん
じる「伝統的な」人文学研究者が感じるかもしれない抵抗や疑問はほとん
ど示されない。
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文学研究において DHの知識と技術の習得がますます強く要請されてい
る好例として、非常に興味深い参考資料を紹介した。ロンドン大学の文学
の講師募集の文書である。
e University of London
New post—Lecturer in Digital Approaches to Literature
Monday 13 February 2017
e Institute of English Studies (IES), in the School of Advanced Study (SAS) 
at the University of London, wishes to appoint a Lecturer in the eld of Digi-
tal Approaches to Literature. e successful person will have expertise in the 
technical skills essential to digital research, digital scholarly editing, expertise 
in any area of literary studies and a broad outlook across the whole eld. e 
IES wishes to expand its provision in digitally-based scholarship which cur-
rently focuses on textual editing. We are looking for someone with new ideas 
to enlarge our provision and facilitate the work of others.  Areas of interest to 
us include the following, and candidates will be expected to have demonstra-
ble expertise in one or more of these (which are listed in no order of prefer-
ence) as well as being informed about digitally-based textual editing.
・stylometry
・authorship attribution
・ʻdistant readingʼ techniques
・ʻbig dataʼ approaches to literary/cultural history
・digital publishing
・digital preservation
・machine learning
・network analysis
・topic modelling
・visualisation
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e deadline for applications is 12 March.4
なお、詳しく検討はできないが、もちろん、DHには功罪がある。これ
に関して、福田名津子「「デジタル・ヒューマニティーズ 2.0」がもたらす
人文・社会科学への影響」5を、日本語で読める優れた論文のひとつとし
て紹介しておいた。
2.2.　 ADHO, DH 2017 Conference (Venue: McGill University, Montréal, 8-11 
August)参加報告
会議開催日の直前（時差によるがカナダから日本の場合、1 日から 2 日
前）に、全 837ページに及ぶ研究発表のアブストラクト集を学会ウェブサ
イトにアップロードしたというメールが届いた。学会関係者が最新データ
を網羅するために尽力したせいであろうが、前もつて公開されていたプロ
グラムから出席する講義・研究発表等をほぼ決めていたとはいえ、アブス
トラクトを読んで当初の計画を変更したものもあった。DH 2017 Confer-
ence は “carbon footprint”という地球環境重視の立場から、すべての資料が
電子版であり、学会から持ち帰った紙媒体の資料は 1 枚もない。荷物が増
えなくて助かったが、「印刷物 (printed paper)」がないと不便なことがある
のも事実である。現時点（2018 年 1 月 15 日）で、DH 2017 Conferenceの
プログラムもアブストラクト集もまだダウンロードできるので、関心のあ
る方はご覧いただきたい。6
2.3.　英語文学文化研究の最新動向としての DH（成果、課題、可能性）
DH2017Conferenceの多岐にわたる研究成果を英語文学文化研究の立場
から要約した。英語文学のディジタル・アーカイヴ (データベース ) 構築
は、ツールの改良とともに、恒常的に改善・最新化される必要があるのだ
が、アーカイヴを構築しても活用されなければ意味がない。アーカイヴの
利用促進が期待されている。さらに待望されているものは、驚異的速度で
発展しているテクノロジーを駆使した革新的研究と実験である。伝統的な
— —63
文学研究は主に定性分析（質的分析）を行ってきたが、今後は、定性分析
と定量分析（量的分析）の組み合わせがますます必要になる。簡単にいえ
ば、「定量分析は数値をもとにした分析」、「定性分析は心情（感情）をも
とにした分析」である。英語文学の研究発表では、登場人物たちの関係・
つながり（ネットワーク）の統計分析を行う傾向が目立った。伝統的な文
学研究では、登場人物の性格、感情、生き方などを、理論や批評等を用い
て精読し、分析・解釈・考察する。精度や信頼性をあげる必要があるとは
いえ、DHでは、感情の数値化なども試みられているし、グラフや画像等
が用いられることも多くなっている。伝統的な文字資料から、さまざまな
ツールを駆使した (data) visualization（分析・統計グラフ、チャート、グラ
フ、画像、写真、映像、音声等）が要求・待望されている。また、個人研
究・単独執筆から（国際）共同研究・共同執筆への転換も当然の趨勢であ
ろう。7
DH2017Conferenceの多数の研究発表の中から、2つを紹介した。8 月 9
日に開催されたカナダとアメリカの大学の 5 名の研究者による第 6パネ
ル・セッション “Studying Literary Characters and Character Networks”と、ド
イツの大学の 2 名の研究者による論文発表セッション “From Jane Austenʼs 
original Pride and Prejudice to a graded reader for L2 learners: a computational 
study of the processes of text simplication”である。
“Studying Literary Characters and Character Networks”のパネル・セッショ
ンでは、5 名の研究者による 3 本の論文が論じられ、最後にパネリストに
よる議論が行われた。3 本中の 2 本の論文に特に注目した。Mark Algee-
Hewitt (スタンフォード大学 )の “Distributed Character: Quantitative Models 
of the English Stage, 1500–1920”と Andrew Piperと Hardik Vala (マギル大学 )
の “Emma: A Feature Space for Studying Character”である。
Mark Algee-Hewittの研究は、1500 年から 1920 年までの 4 世紀間に執
筆・上演された英国劇 3900 作品における社会ネットワークを調査したも
のである。大きな演劇作品コーパスの分析には、ジニ係数（Gini coe-
cient）という人口統計経済学で、主に社会における所得分配の不平等を測
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る指標や四分位数（quartile）や、ネットワーク分析で使われる固有ベク
トル中心性 (Eigenvector Centrality)、媒介中心性 (Betweenness Centrality)な
どが応用されている。非常に残念ながら、このパネルの 2つの図は拡大し
ても読むことができないほど不鮮明であるが、あえて掲載しておく。8
Algee-Hewittによれば、1550 年から 1900 年の間に、演劇分析に応用し
たジニ係数（図 1）は、初期の作品における少数の主役と多数の脇役から、
18 世紀と 19 世紀の作品における相対的に多数の主役と少数の脇役へとい
う明確な下向きの傾向と、1650 年と 1700 年の間に大きな断絶があること
— —65
を示している。ほとんど台詞を話さないし中心的人物と相互作用すること
もない多数の周辺的人物たち（召使い、家来、護衛、知り合い、伝令等）
の存在は、初期近代演劇では非常に重要であったが、社会変化を反映し
て、時代が下るにつれて姿を消すことになる。他方で、芝居のキャストは
少数になり、アクションはますます緊密に結合した登場人物たちの間で起
こるようになる。ネットワーク分析（図 2）によれば、周辺の消滅はより
多くの中心性が主役たちに配分されることを意味する。これは、ただ中心
が拡大するということだけでなく、芝居の中でそれぞれの主役がいる複数
のサブ・ネットワークが形成される傾向があることを示している。実は、
Algee-Hewittの統計分析の結果は予測可能なものかもしれないが、4 世紀
にわたる 3900 作品のデータの定量分析（による事実上の仮説検証）の威
力は認めざるをえないだろう。（ただし、このパネル・セッションの別の
研究者が、既存の文体・統計モデルでは文学作品の分析は十分できないの
で、新しいモデルを開発中であると断って中間報告をしたように、演劇作
品の登場人物間のネットワーク分析に関しても、今後の改善や発展が求め
られることだろう。）
Andrew Piperと Hardik Vala（マギル大学）の研究は、興味深い仮説を提
起した。最初に、彼らは、コンピュータの活用 (computation)が登場人物
の性格や性格描写の過程を理解するために重要な役割を果たすと主張して
から、19 世紀に英語で書かれた各小説に描かれた登場人物が概算で 86 名
であり、低めに見積って 20000 冊の小説が書かれたとすると、1 世紀に 1
言語でも 1,7 百万人を超えるユニークな登場人物がいることになると指摘
する。しかも、特に主要登場人物はそれぞれの環境に置かれ、また大量の
情報に包まれている。この膨大なデータをコンピュータで分析するため
に、Piperと Vala は、登場人物の性格の研究のためのコンピュータ・ツー
ルを開発した。その目的は、登場人物たちが持っていると思われる資質に
関係する 28の異なる特色を識別することである。カテゴリーは、主人公
の特異性 (distinctiveness)、位置性 (positionality)、中心性 (centrality)、特徴
的属性（modality）などからなる。さらに別の分析ツールなども導入して、
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彼らは、ケーススタディとして、19 世紀から現代までの小説の中で “in-
troversion”（内向性、内省性、寡黙）の傾向が強い登場人物のアイデンティ
ティを探求する計画である。英米小説史を知っていればすぐ予測がつくよ
うに、内向的な性質を強く示すのは女性主人公である。しかし、長い時間
の中で変化が起こり、内向的傾向はもはや女性主人公だけの特色ではな
く、サイエンス・フィクションの男性主人公の特色にもなっていることを
明らかにする予定であるという。 
ドイツのゲッティンゲン大学 DHセンターの 2 名の研究者による論文発
表セッション “From Jane Austenʼs original Pride and Prejudice to a graded read-
er for L2 learners: a computational study of the processes of text simplication”
（アブストラクトは本論の付録を参照のこと）は、ヨーロッパにおける高
校の英語教育（文学系）に DHを駆使した実例である。DH2017Conference
では、Humanitiesであるので文学（英米文学だけでなく日本文学を含めて
世界の文学）が扱われたが、中学校・高等学校の英文学教材を扱ったのは
何百もの発表、パネル、セミナー、講演でも、これだけであった。セミ
ナー当日は、アブストラクトを配布して、概要を解説した。
日本では中学校から大学まで英語の教育で、コミュニケーション教育が
重視され、英語の授業で文学を教材として使うことが困難になってきてい
る。しかし、セミナーでは、ジェイン・オースティンの『自負と偏見』は
英文学の傑作であり、教える・学ぶ価値があることは自明とされ、この作
品の価値や意義について改めて論じることはしなかった。2 名の発表者も
いわゆる英語文学の名作の価値は当然視して、中高校生（から大学生も入
るが）に名作を読ませるためには、どのように短縮するのか、翻案 (adapt)
するのか、原作の味わいを壊さずにどのように単純化したらよいのかとい
う課題ととりくんでいる。
研究発表のタイトルからわかるように、文学の名作から外国語学習者の
ためのグレード別教材を作るために、テクストの単純化の過程をコン
ピュータで研究して、近い将来コンピュータにグレード別読本を制作させ
ることを目指している。そのために、まずは、グレード別読本を作り出す
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ことを目指した歴史的に正統なテクストの単純化の背後にある手動プロセ
スをコンピュータ的に―つまり、コンピュータが理解できるように、そし
て開発者がプログラムを組めるように―分析しなければならない。
データは、オースティンの『自負と偏見』の全原作（the entire original 
novel, 以下では ONと短縮表記する）と、グレード別読本（the graded 
reader, 以下では GRと短縮表記する）の二つである。後者は、発表者の
Emily Franzini9が編集した、Jane Austen, Pride and Prejudice: Text adaptation 
by Emily Franzini, Activities by Manuela Cohen, Jasmine Spavieri, Illustrated by 
Ottavia Bruno (Liberty, 2016)である。ONは 61 章から構成されているが、
GRでは 10 章に圧縮された。単語トークン（word tokens）を比較すると、
GRは ONの 12.6％のサイズとなる（表 1）。英語は CEFR10の B2 (the upper 
intermediate level)に合うように単純化された。語彙の選択の指針として、
Franziniは the Lexitronics Syllabus (2009)に従った。
ONと GRの差異を分析するための第一段階として、GRが ONの単純版
であるとコンピュータの側で認識できるのかを評価することにした。この
ために二つの異なる読みやすさ (readability)のテストを行った。ARI （Auto-
mated Readability Index）test と Dale-Chall Index testである。後者は開発者 2
名 (Edgar Daleと Jeanne Chall)の姓をつけたテストである。どちらもオンラ
インで無料で入手できるテスト・ツールである。テストの結果、英語のネ
イティブ・スピーカーには ONの水準は、ARIでは 14–15 歳、Dale-Challで
は 14–16 歳、GRの水準はそれぞれ 11–12 歳、11–13 歳となり、GRが ON
の単純版になっていることが証明されたと言えそうである。
グレード別読本（芝居でも映画でも同様だが）を作る場合、通常は 
“content-based”（内容重視または内容を主材料とする）である。編者は、
作品の最もダイナミックな部分（対話、サスペンスの瞬間、登場人物の動
きや真実が明らかになる場面など）を選ぶ。発表者に言わせれば、どの場
面を選ぶかは、まったく主観的なものであるので、編者の「認知的」選択
にすぎない。しかし、テクスト再利用発見ソフト (text reuse detection so-
ware)の TRACER (https://www.etrap.eu/research/tracer/)を ONと GRの両 方
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のテクストに使用すると、大多数の再利用が起こった箇所を視覚化するこ
とができる（付録のアブストラクトの図 1）。（つまり、グラフの形状でど
こが ONと GRで近いのか離れているのかはっきりわかる。）
センテンスの長さの平均は、ONの 24 語に対して、GRは 16.22 語（図 2）。
これは言うまでもない結果のように思えるかもしれないが、そうとは限ら
ないと発表者は強調している。GRは ONをよりわかりやすくするために
語を追加する必要がよくあるからである。
語に関しては、図 3が示すように、ONの 34 語のリスト中の 14 語（約
35％）が CEFRのレヴェル B2では高度すぎて使えないので、使うことが
できる別の類似語で置き換えた。さらに、品詞の分析を行い、ONと GR
のデータ・セットの違いを検討してみた（図 4　品詞の使用頻度）。ONで
は比較級と最上級の形容詞が頻繁に使われるのに対して、GRではまった
く使用されていないことに注意を促している。（形容詞の比較級、最上級
が難しい理由のひとつは、dicultでは、more dicult, most dicult, hard
の場合は、harder, hardestとなるように変化が不規則であるからのよう
だ。）
最後に、発表者たちは、この研究は、第二言語学習者―（ヨーロッパ
は複言語主義の理念を掲げているので、第一言語、第二言語という表現に
なり、日本のように英語を第一「外国語」とは言わない）―のためのグ
レード別読本に関するテクスト単純化とアダプテーションの領域への第一
歩であると断ってから、成果と課題をまとめている。ONと GRの二つの
テクストの差異分析をおこなうことによって、場面を選択しても、すなわ
ち大幅に短縮しても、テクストを理解することは難しくならないとわかっ
た。しかし、使用したテクスト再利用発見ソフトによって、一貫性はある
が短縮した筋にするために筋のどこが削除されたのかを識別することがで
きた。分析結果から、GRでは、ONの最初と最後が最も忠実にアダプト
されているとわかった。
ON 全体に関してどこが、なにが再利用されているのか識別すること
も、どこでセンテンスが一字一句まで再利用されたのか、どこで再利用さ
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れていないかを正確に指摘するための一歩である。センテンスが大きな変
更を受けた場合、それがどの程度修正されたのか、どのように、またなぜ
修正されたのかを観察することができる。センテンスのレヴェルでは、長
さを減らすことは首尾よい単純化の方略であることに注目した。今後の研
究課題としては、センテンスをどのように分割したり減少させるのか、そ
してその結果として、センテンスの統語（構文）が短縮化によってどのよ
うな影響を受けるのかを最もよく理解するために、さらに研究をする必要
があると示唆している。
単語のレヴェルでは、テクストの単純化は、難しい語彙や比較級や最上
級の形容詞のような特定の品詞を削除するか置き換えることであるように
見える。単語の長さは難しさの指標ではないように見える。今後の課題と
して、第二言語学習者にとっては、単語は長さを短くするよりも、テクス
トの中で反復された方が覚えやすいのかを知るためにさらに研究を行う必
要があるとされる。発表者たちは、本研究から得られた洞察は、テクスト
の単純化過程を自動化するための今後の研究に有益であろうと結論づけて
いる。
以上のように、本発表は、将来の機械による単純化（machine simplica-
tion）を目指している。最終的に適任の編者による点検を実施する必要は
残るだろうが、グレード別読本の完成度の高いドラフトを機械が作成して
くれるようになれば、教員や出版関係者の負担は軽減されるだろう。イギ
リスの有力大学出版局を代表として、すでに多数のグレード別読本が出版
されている。本学図書館にはグレード別読本を集めた比較的広めのスペー
スがあり、多数の作品が配架されているのだが、学生の姿を見かけること
はまずない。いっそうのこと、読みたい作品があっても、語彙等が高度で
読み進めない場合には、各自で machine simplicationのソフトウェアにか
けてカスタマイズするようなことが可能になればよいかもしれないと思う
のだが、これはまだ実現することは至難であろうか。
最後に、Franziniが作成したグレード別読本、オースティンの原作、
オックスフォード大学の著名なグレード別読本を比較しておく。原作の最
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初と最後は最も原作に忠実にアダプトされていると指摘しているので、そ
の箇所を以下に引用した。
Jane Austen, Pride and Prejudice （初版 1813）
(1) ON（Oxford Worldʼs Classics series, edited by James Kinsley, OUP: 2004）
(2) GR (Liberty: 2016; Level 5, CEFR: B2.2, Cambridge English: First) 
(3)  GR (Text adaptation (simplified edition) by Clare West, 2008, Oxford 
Bookworms series, Word count: 29,455, 2500 headwords, Stage 6＝CEFR, 
Level: B2–C1)
テクストの冒頭
(1)  It is a truth universally acknowledged, that a single man in possession of a 
good fortune, must be in want of a wife. (p. 1)
(2)  It is a truth universally understood, that a single man in possession of a 
good fortune must need a wife. (p. 10)
(3)  It is a truth well known to all the world that an unmarried man in posses-
sion of a large fortune must be in need of a wife. (p. 1)
テクストの最後の文
(1)  With the Gardiners, they were always on the most intimate terms. Darcy, 
as well as Elizabeth, really loved them; and they were both ever sensible of 
the warmest gratitude towards the persons who, by bringing her into Der-
byshire, had been the means of uniting them. (pp. 297–98)
(2)  Darcy and Elizabeth were always on the most intimate terms with the Gar-
diners. ey loved them and remained grateful to the people who, by brin-
ing her into Derbyshire, had been the means of uniting them. (p. 133)
(3)  ere remained a close relationship between the Darcys and the Gardin-
ers. Darcy and Elizabeth were both warmly grateful to the two people who, 
by inviting her to Derbyshire and taking her to visit Pemberley, had 
brought them together. (p. 104)
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(1)の原作テクストは、イギリスのリアリズム小説の代表作らしく名文で
あるが、21 世紀の若い読者にはやや重厚な文章であろう。(2)は、原作の
約 10 分の 1に短縮するという制限の中で、最初と最後の文では、できる
限り原文を残す工夫をしている。しかも、machine simplicationを目指し
ている。(3)は、単語の選択、文法や統語などテクストの単純化などで、
もちろん、コンピュータのデータベースや分析を使っているはずだが、編
集者の文芸趣味またはいわば職人技が発揮されているように見える。文学
テクストのグレード別読本として (2)と (3)のどちらを高く評価するかは
意見の分かれるところかもしれないが、日本の高校生から大学 1・2 年生
の平均的英語力や感覚を考慮すると、重厚さの残る (3)よりも (2)の方が
読みやすく親しみやすいことは明白であろう。（なお、(2)は、芸術的な挿
絵や写真満載、多種多様な activities, CD 付で第二言語学習者をあきさせず
に、文学テクストを使いながら、イギリスの社会・文化について学ばせた
り、英語で自分の考えを話したり書いたりする作業を通して、英語の力を
総合的に高めるような工夫をこらしてもいる。）11
本セクションの要点は、データやフレームワークに基づいたグレード別
読本の制作はもとより、machine simplication の開発が進められていると
いうことである。実際、公開講座当日の質疑応答時間に質問があったのも
この点であった。インターネット検索等で見たところ、日本の研究者で、
文学テクストを自分が教える対象の生徒にあうように書き直して使うこと
を勧めている人がいたが、多忙をきわめている教員になお一層の負担を要
求することは難しい。近い将来、日本でも machine simplicationが導入さ
れてもよいと思われる。
2.5.　日本の高校の英語教育改善への提案（文学教材、指導方法、学習方法）
セミナー当日は、参加者に中学校の先生がいらっしゃると前日に知った
ので、中学校の英語教育の改善案を追加する時間がなかったことをお詫び
してから、DH2017Conferenceでは中学校の教育について扱われることは
なかったが、例えば、ゲーム、サイエンス・フィクション、映像などを
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使った、digital nativeの生徒にふさわしい教材や指導方法の開発への期待
を表明した。それから、文学教材に焦点をあわせて、日本の高校の英語教
育改善に関して、4つの提案を行った。すでに取り組まれており、相応の
成果をあげている事例もあるかもしれないが、DHという立場からは、改
めてこれらの重要性を指摘した。
・オンライン教材の開発と活用
・定量分析の導入
・(data) Visualization
・Active learning
これらはいずれも相互に関連しているし、特に英語のモデル校に指定さ
れている高校等では、すでに導入されてもいる。英語教育の指導法、評価
法、動機づけ、教材開発等を専門とされている研究者や教員、教科書会社
の専門部署の社員等には特に新しい提案ではないかもしれない。しかし、
私が今回、セミナーで紹介・強調したかったことは、DHの台頭を背景と
する英語教育の発展や刷新である。もう少し具体的に言えば、文科省の新
学習指導要領などを見れば、私の提案の 4 項目は、表現は同じではないも
のがあるとはいえ、ほぼすべて入っていると言える。「定量分析の導入」
に関しては、英語のテストのスコアなどで使われているし、文学テクスト
の語彙や表現のレヴェル別化は日本でも導入されているが、私が今回紹介
したのは、文学テクストの定量分析である。（例えば、文学テクストで使
用される単語の頻度の分析は、高校生でもできるだろう。）。
日本の公立の中学校・高校の平均的な英語の授業は、いまだに 1クラス
の人数が多く、しかも最近は学生や親御さんからの要望も多岐にわたり、
教員は本当に苦労していると認識している。それでも、世界の最先端を走
る ADHOなどの動向なども視野に入れて、子供たちが英語の文学教材
（広い意味での文学教材で、英語の新聞記事、雑誌、多様な電子テクスト
などを含む）に、生き生きとした関心をもつように工夫していただけると
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ありがたいというのが、私の率直な希望である。
なお、最後に、あえてやや実現困難かもしれない提言をしておきたい。
DH2017Conferenceでは、英文学の研究発表において、登場人物の人間関
係の図式化や数値化などの傾向が目立った。高校生に英語の文学テクスト
（グレード版でも原作でも）を読んでエッセイを書いてもらっても、感動
を生き生きと語る場合はあるとしても、独創的なものはあまり期待できそ
うもない。概して登場人物と物語に関する素朴な感想文を書いて提出しそ
うである。高校までの段階では、自分の気持ちや考えを文章にまとめる意
義はあるので、こうした課題は続ける価値があるとしても、小説の登場人
物の相関関係や時代背景・事件等のデータを視覚化させる課題を出すのも
有益だと考えられる。（認知的アプローチの立場からは、人は、人間関係
を理解するときに、脳内でいちいち文字化しているわけではなく、イメー
ジや感覚的情報等を記憶して、状況に応じた判断や行動をしているらし
い。とすれば、文学テクストの視覚的分析は、社会的適応力を向上させる
のに資するかもしれないし、コミュニケーション能力、マインドフルネス
などを高めるためにも有益であるかもしれない。今後の研究の成果が期待
される領域であろう。）
3.　まとめ
今後のグローバル人財育成として、英語力 (English competence)、ディジ
タル・スキル、幅広い教養が求められることを強調して締めくくった。
（そもそも、DHのメンバーは、英米文学研究者でもコンピュータ・サイ
エンスの学位を取得していたり、DHセンター所属の研究者であったり
と、データ・サイエンス、情報学、工学等の知識と技術も習得している人
が多いことが注目される。筆者自身は DHをできるだけ学び続けるつもり
だが、次世代の教員や生徒・学生の飛躍に大いに期待したい。）
Notes
1. ADHOに入会し、DH2017Conferenceに参加したのは、日本シェイクスピア協
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会から 2017 年度の学会の 2 日目の午前中の行事として実施することになった
パネル・ディスカッションのコーディネイター役を一任されたためである。
第 56 回日本シェイクスピア学会、2017 年 10 月 8 日（日）10 : 00–12 : 00、開催
校：近畿大学、パネル・ディスカッション「シェイクスピア研究におけるディ
ジタル・ヒューマニティーズの成果と可能性」。DHは、浜名の科研の課題
「世界シェイクスピア上演への認知的アプローチ」（平成 29 年度–平成 31 年度）
に関わる。2017 年度本学主催高等学校教科別セミナー：英語において、
DH2017Conferenceをとりあげたのは、以上の事情による。DH2017Conference
における高等学校の英語教育の研究の視察は主要目的ではなく、副次的なもの
であることをお断りする。
2. Stanford Humanities Center: shc.stanford.edu/digital-humanities. Last accessed 14 Au-
gust 2017.
3. 「人文情報学月報 /Digital Humanities Monthly」(ISSN: 2189–1621)、2015 年、リー
フレット。
4. この募集の期限は、その後、4 月 4 日まで延長され、10 月 1 日に募集条件を十
分満たす講師が着任している。
5. 福田名津子、「デジタル・ヒューマニティーズ 2.0がもたらす人文・社会科学
への影響：平成 27 年度デジタル・ヒューマニティーズ関連ワークショップ」、
『一橋大学付属図書館研究開発室年報』、第 4 号（2016 年）、pp. 52–65。
6. プログラム：https://www.conool.pro/dh2017/sessions.php/　Last accessed 18 De-
cember 2017.　アブストラクト集：https://dh2017.adho.org/program/abstracts/　
Last accessed 18 December 2017.
7. この段落は、第 56 回日本シェイクスピア学会、2017 年 10 月 8 日、パネル・
ディスカッション「シェイクスピア研究におけるディジタル・ヒューマニ
ティーズの成果と可能性」の要約（日本シェイクスピア協会 websiteに 2018 年
3 月掲載予定）の一部と重複している。なお、あわせて以下を参照されたい。
浜名恵美「第 133 回 MLA2018 年次大会（MLA 2018 Convention）DHセッショ
ン参加記」、『人文情報月報【後編】』（Digital Humanities Monthly, No. 78, 2018 年
1 月 31 日刊行（一般財団法人人文情報学研究所、電子ジャーナル、ページ番
号なし）。https://www.dhii.jp/DHM/
8. https://dh2017.adho.org/program/abstracts/ pp. 120–121.　Last accessed 18 December 
2017.
9. イギリス人とイタリア人の両親の間に生まれた女性研究者で、英語とイタリア
語のバイリンガル、語学・コンピュータ・サイエンス等に精通し、現在はロン
ドン在住。この分野で顕著な業績をあげている姉妹の一人。姉妹とそのチーム
でグリム童話のディジタル版プロジェクトにとりくみ、2016 年に ADHOの賞
(ADHO Bursary Award)を受賞している。また、Emilyの方は、敬愛している
Jane Austenに続き、2017 年 5 月には同じシリーズから Charlotte Brontëの Jane 
Eyreを出版している。
10. 念のために、CEFRに関する文部科学省の最新の説明と姿勢を記しておく。欧
州の複言語主義の理想のもとに構築された CEFRを日本にそのまま導入するこ
とへの疑問等が以前から指摘されていたが、文科省は CEFRをより本格的に導
入・定着させる意向のようである。文部科学省の新学習指導要領（平成 29 年 3
月公示）に添付されている「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）平成 28 年 12
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月 21 日 中央教育審議会」では、外国語の教育に関して、「読む」ことへの言及
はあるが、圧倒的に重視しているのはコミュニケーション力の育成である。
CEFRもその観点から参照・解説し、日本の教育へ浸透させようとしている。
 ○（前略）外国語学習の特性を踏まえて「知識・技能」と「思考力・判断力・
表現力等」を一体的に育成し、小・中・高等学校で一貫した目標を実現するた
め、そこに至る段階を示すものとして国際的な基準である CEFR188などを参考
に、段階的に実現する領域別の目標を設定する。
 ○CEFRにおいては、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の 4 技
能ではなく、外国語の学習等のための「聞くこと」「「読むこと」「話すこと（や
り取り：interaction）」「話すこと（発表：production）」「書くこと」という五つ
の領域において、単に、知識・技能だけが示されているのではなく、知識・技
能を活用して思考したり表現したりする言語能力が示されている 189。このこと
を踏まえ、これまで「4 技能」と称されることが多かった、「聞くこと」「読む
こと」「話すこと」「書くこと」については、国の領域別の目標において五つの
領域として示すこととする。
 188　国際的な基準：CEFR （Common European Framework of Reference for Languag-
es: Learning、teaching、assessment 外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッ
パ共通参照枠）は、語学シラバスやカリキュラムの手引の作成、学習指導教材
の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供
するものとして、20 年以上にわたる研究を経て、2001 年に欧州評議会が発表
した。CEFRは、学習者、教授する者、評価者が共有することによって、外国
語の熟達度を同一の基準で判断しながら「学び、教え、評価できるよう」開発
されたものである。国により、CEFRの「共通参照レベル」が、初等教育、中
等教育を通じた目標として適用されたり、欧州域内の言語能力に関する調査を
実施するに当たって用いられたりするなどしている。中でも、「話すこと」の
やり取り（interaction）では、少なくとも 2 人以上の個人が言葉のやり取りを
し、その際、産出的活動と受容的活動が交互に行われ、口頭のコミュニケー
ションの場合は同時に行われることもある。対話者が同時に話し、聞くだけで
なく、聞き手は話し手の話を先回りして予測し、その間に答えを準備するな
ど、やり取りは言語使用と言語学習の中でも大きな重要性が認められることか
ら、コミュニケーションにおける中枢的役割を果たしているとされている。
 189　① CEFRの文書において人間が言語を用いて行うタスク（人間の行為全般
を CEFRではタスクと言う。）は reception（受 容）、interaction（やり取り）、
production（産出）の 3 領域に分かれており、それらが総合的に「コミュニケー
ション活動（communicative activities）」と呼ばれている（CEFRオリジナル文書 
2.1.3）。②自己評価表 (self-assessment grid）の形式で示されている、Listening、
Reading、 Spoken interaction、Spoken production、Writing の五つのタスクは、コ
ミュニケーション能力の社会言語的側面、語用論的側面を含んだ多面的なもの
である。それらの複雑な横軸の側面については CEFR 文書 Chapter 4、5で解説
されており、多層的な「領域」と考えられており、③複雑な横軸の側面として
具体的に CEFRの CAN-DO 形式の目標で示されている内容は communicative 
competence（コミュニケーション能力）を示しており、それらは、linguistic 
competence（従来の語彙・文法などの知識と技能）、sociolinguistic competence
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（社会的文脈などを考慮して言葉を使える力）、pragmatic competence（場面・状
況・相手などを考慮して言葉を使える力）と定義されている。④ CEFRで目指
している姿は「自律的社会的成員（autonomous social agent）」であり、自ら学
習を管理できる「生きる力」を体現する社会的成員としての個人であり、この
点からも学習指導要領の目標と CEFRは非常に近い目標が掲げられていると考
えられている。(p. 194)
 なお、英語教員の免許に関して、英語の教科に関する科目のうち、「英米文学」
は「英語文学」に名称変更をされ、「一単位以上の修得」が必要とされる科目の
中に入る見込みのようである。（「教員職員免許施行規則及び免許更新規則の一
部を改正する省令案について」（概要）※暫定版（平成 29 年 7 月 10 日）、p. 5）
11. ちなみに、原作の最終章（Oxford Worldʼs Classics 版、Vol. III, Chapter XIX）の
第 1 段落は以下のとおりである。
 HAPPY for all her maternal feelings was the day on which Mrs. Bennet got rid of her 
two most deserving daughters. With what delighted pride she aerwards visited Mrs. 
Bingley and talked of Mrs. Darcy may be guessed. I wish I could say, for the sake of her 
family, that the accomplishment of her earnest desire in the establishment of so many of 
her children, produced so happy an effect as to make her a sensible, amiable, well-
informed woman for the rest of her life; though perhaps it was lucky for her husband, 
who might not have relished domestic felicity in so unusual a form, that she still was oc-
casionally nervous and invariably silly. (p. 295)
 ここは、一人称のいわゆる全能の語り手 (omniscient narrator)が出てくるとい
う古風な技法が使われていて、19 世紀初頭に出版された小説らしい箇所だが、
現代の一部の読者には違和感があるだろう。この箇所は、グレード別読本の
(2)でも (3)でも実質的に削除されている。この長い段落は、オースティン独特
の心理描写であり、ユーモアと皮肉がきいた味わいのある名文であるが、セン
テンスが長く複雑であり、語彙的には CEFRの上級レヴェル（C）の単語がい
くつも入っているので、グレード別読本の中級レヴェルでは、削除はやむをえ
ないだろう。
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